
 

 
Copyright © 2026, Aichi Prefecture.  
All rights reserved. 

2026 年４月 10 日 

愛知県上海産業情報センター 

鈴 木  健 大 

 

一般調査報告書 

2026 年上海交通大学日本語スピーチコンテスト決勝 審査参加報告 

 

1 はじめに 

2026 年 4 月 8 日、上海交通大学において、「2026 年上海交通大学日本語スピーチコンテスト」決勝が

開催され、審査員として参加しました。同日は上海交通大学の建校 130 周年の節目にも当たっており、本

行事は大学の周年文脈の中で行われた教育・国際交流行事の一つとしても位置づけられます。 

今大会のスピーチテーマは「旅行のあり方」でした（図１参考）。学生たちは、自らの旅行経験、留学

経験などを素材として、旅行を単なる移動や観光ではなく、異文化理解や自己認識の更新につながる営み

として捉え直し、日本語で論理的かつ感情豊かに発表していました。審査員として参加した立場から見て

も、全体として非常に水準が高く、日本語能力だけでなく、論理構成力、表現力、質疑応答力のいずれも

優れていると感じました。 

本報告では、まず大会の概要を整理したうえで、主催した上海交通大学外国語学院日本語学科の位置づ

け、そして共催した名古屋大学と上海交通大学との関係、中国における日本語学習者の状況を確認し、最

後に審査参加を通じて得た所感をまとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：コンテスト案内（出典：上海交通大学外国語学院日本語学科） 写真１：会場の様子（2026 年４月／筆者撮影） 

 
2 大会の概要 

本大会の中国語の正式名称は「2026 年上海交通大学日语演讲比赛」です。募集対象は上海交通

大学の学部在学生（本科生）であり、予選は 2026 年 4 月 1 日、決勝は同年 4 月 8 日に上海交通大

学外国語学院で実施され、予選を勝ち抜いた 12 名が発表しました。当日は、開幕式、スピーチ本

編、学生パフォーマンス、審査員講評、表彰、閉幕式までが半日でコンパクトに構成されており、



 

 
Copyright © 2026, Aichi Prefecture.  
All rights reserved. 

日本語運用能力の発表の場であると同時に、日本語学科学生による文化的表現の場としても設計さ

れていました。 

また、予選結果に関する公式発信からは、本大会が全学的な広がりを持っていたこともうかがえ

ます。告知では、参加者は外国語学院日本語学科１年生から３年生の学生に加え、同大の浦江国際

学院、化学化工学院、機械与動力工程学院など複数学院の学生も参加したと説明されています。つ

まり、本大会は日本語学科単独の内輪の催しではなく、学内の広い参加を得たイベントであり、日

本語学習の成果を学内全体に向けて示す場として機能していたと考えられます。 

本審査において、スピーチ部門では、内容の深み・独自性、構成・論理性、発音・イントネーシ

ョン、文法・語彙の正確性、表現力が評価項目とされ、質疑応答部門では、質問の本質理解、回答

の論理性・具体性、言語運用能力、即応力・流暢さが評価されていました。さらに、スピーチ時間

や回答時間にも基準が設定されており、時間管理も採点の前提条件として重視されていました。こ

うした審査設計からは、単に「正しい日本語を話せるか」ではなく、「限られた時間で、考えを整

理し、相手に伝わる形で表現できるか」が重視されていたことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真２：会場の様子（2026 年４月／上海交通大学日本語学科撮影） 写真３：会場の様子（2026 年４月／参加者撮影） 

 

3 上海交通大学と外国語学院日本語学科 

上海交通大学は、1896 年に設立された「南洋公学」を前身とする中国有数の名門総合大学で

す。南洋公学は、清朝末期に創設された近代的な高等教育機関で、外国語や実務に関わる教育を重

視した学校として知られており、現在の上海交通大学の歴史的源流となっています。 

外国語学院については、学院公式サイトにおいて、その源流が大学創設期の外語教育にまで遡る

ことが説明されています。学院の沿革によれば、1928 年の外国文学系、1943 年の英文科、1952 年

の俄語教研組、1957 年の外語教研組、1979 年の科技外語系を経て、1997 年に上海交通大学外国語

学院が成立しました。なお、俄語教研組はロシア語教育・研究を担う組織、科技外語系は科学技術

分野を支える外国語教育組織を意味します。すなわち、現在の学院組織は比較的新しい名称であっ

ても、その教育基盤は⾧い蓄積の上に築かれていることが分かります。 

日本語学科についても、学院公式サイトは、上海交通大学の理工・管理・法学等を含む総合大学

としての基盤を生かしつつ、日英双語を重視し、人文社会科学と自然科学の両方にまたがる「複合

型人材」の育成を掲げています。この教育理念は、今回のコンテストで重視された「内容の深み」

「構成・論理性」「表現力」「即応性」とよく一致しています。実際、当日の学生発表を見ても、単
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に日本語の正確さを示すだけでなく、自分の経験や知識を整理し、他者に伝わる形へ組み替える力

が求められていました。 

 

4 上海交通大学と名古屋大学との関係性 

今回の大会では、愛知県名古屋市に所在する名古屋大学が共催しています。その背景には、名古

屋大学と上海交通大学との継続的な大学間交流があります。名古屋大学と上海交通大学は 2001 年

に全学間学術交流協定を締結して以来、⾧年にわたり交流を重ねてきました。2005 年 11 月には、

名古屋大学の上海事務所が開設され、2014 年 6 月に中国交流センターへ改称されています。同セ

ンターは、中国における名古屋大学の交流拠点として、現地大学等との連携や情報発信、人的ネッ

トワークの構築などを担っており、上海交通大学との継続的な交流を支える基盤の一つとなってい

ます。 

 

5 中国における日本語学習者 

今回の大会で見られた学生たちの日本語運用能力の高さは、中国における厚い日本語学習基盤の

一端を示すものと考えられます。国際交流基金の「2024 年度海外日本語教育機関調査」によれ

ば、世界の日本語学習者数は 4,000,750 人であり、国・地域別では中国が 1,019,197 人で最多です

（図２参考）。中国の教育段階別内訳を見ると、高等教育が 477,869 人で最も多く、中等教育も

284,488 人に上っています。こうした裾野の広さに加え、上海交通大学は、中国を代表する総合大

学の一つであり、外国語学院日本語学科も複合型人材の育成を重視しています。そのため、本大会

で見られたような、高度な日本語運用能力と論理的な発信力を備えた学生が育ちやすい環境が整っ

ていると考えられます。 

 

 
（図２ 地図で見る日本語教育機関で学ぶ学習者数（国・地域別）（出典：国際交流基金『2024 年度 海外日本語教育機関調査』）） 
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6 審査参加を通じて感じたこと 

審査員として特に印象に残ったのは、学生が日本語を単なる「学習対象」ではなく、自身の経験

や考えを他者に伝えるための言語として、高い水準で運用していた点です。とりわけ優勝者は、質

疑応答での「印象に残っている日本の小説」に関する質問に対し『金閣寺』を挙げ、交換留学中の

拝観経験を具体的に紹介しながら、読書経験と実地経験を往復させて「旅行のあり方」というテー

マに無理なく結び付けて説明していました。このように、質問意図を的確に捉え、具体例を用いて

論理的に応答した点は、質疑応答の評価観点である「質問の本質理解」「回答の論理性・具体性」

に照らしても示唆に富む内容でした。 

他の学生の発表も総じて水準が高く、中国国内、欧州、日本各地での滞在経験などを題材にしな

がら、単なる旅行記ではなく、その過程で感じた驚き、違和感、再発見を丁寧に言語化していまし

た。審査の観点から見ると、感情表現が主観的な独白にとどまらず、具体描写を通じて聴衆に共有

可能なものへと転換されているか、また結論が「旅行のあり方」というテーマにしっかり回収され

ているかが、発表の質を左右していたように思います。 

また、当日は学生パフォーマンスとして１年生による合唱『正解－RADWIMPS』や２年生によ

る舞台劇『走れメロス』も組み込まれていました。同日の午後には日語学科校友交流会も一体的に

実施されており、スピーチコンテストだけでなく、歌や演劇、卒業生との交流を通じて、日本語学

習が総合的な表現活動として展開されていることがうかがえました。競技としてのスピーチと、作

品としての上演とを同日に配置する構成は、言語を論理的に使う力と、情感を伴って表現する力の

双方を育てる教育設計として、大変示唆に富むものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４：会場の様子（2026 年４月／筆者撮影） 写真５：会場の様子（2026 年４月／筆者撮影） 

 

7 終わりに 

今回の上海交通大学日本語スピーチコンテスト決勝への審査参加は、中国の大学生による日本語

学習を具体的に確認できる、大変有意義な機会でした。しかもそれが、上海交通大学建校 130 周年

の節目の日に行われたことで、大学の伝統、語学教育、国際交流が重なり合って現れる場となって

いた点に、大きな意味を感じました。上海交通大学は⾧い歴史を有する中国有数の総合大学であ

り、外国語学院も創設期に遡る外語教育の伝統を引き継いでいます。その中で日語学科が継続的に

スピーチコンテストを開催し、学生の日本語による発信力を鍛えていることは、教育理念の具体的

実践として示唆に富むものです。 
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また、上海交通大学は、名古屋大学とは 2001 年からの大学間交流協定を基礎に継続的な交流が

続いており、愛知県とも 2019 年以来の覚書に基づく協力関係が継続しています。こうした関係性

を踏まえると、今回の大会は、単なる語学コンテストではなく、大学間交流、地域間交流、人材交

流が重なり合う現場でもありました。中国における日本語学習者数が世界最大であることも考え合

わせれば、このような教育・人的交流の現場に直接触れることは、今後の日中交流を考える上で大

きな意義があります。学生たちが日本語を通じて異なる文化を理解しようとする姿勢、また自らの

経験や思考を日本語で伝えようとする真摯な態度は、将来の研究交流、ビジネス交流、地域交流の

基盤となり得るものです。 

愛知県上海産業情報センターとしても、こうした取組について、今後も継続的な情報発信に努め

てまいります。 
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